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2007 年 3 月 2 日 
ブログの文体的特徴 －書籍,Podcast との比較から－ 

湘北短期大学・松蔭大学 非常勤講師 
田中弥生 

0. 発表の概要 
1. はじめに 
1.1. 本発表のねらい 

① ブログのことばの文体的特徴を明らかにする。 
• 電子メールや携帯メール・・・話しことば的特徴 
• ブログは？ 

② ことばの分布における電子コミュニケーションのことばの位置づ

けを検討する 
• 電子コミュニケーション＝文字コミュニケーション 
• 書きことばと同じ位置づけ？ 

1.2. 本発表での文体 
2 通りの解釈 文章の個性 
 文章の類型性 書き手・読み手・表現目的・表現媒体・表現場面などを,共通したタイプやジャンルに

分類し,共通に認められる表現上の特徴や性格に対応するもの 寺村 他（1990：156） 
表現媒体   ブログ・書籍・Podcast     書き手 同一著者（話者） 
 

表現媒体各メディアの機能特性   参考：参考文献(キ)(コ)(ケ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

完全性   受信容易性 
推敲可能性  返答可能性 
保存性   身体密着性 
発信容易性  同時性 

1.3. 本発表でのブログ 
○ 日付を記載     －ブログ作成支援ツール 
○ 定期的・非定期的に更新   －レンタル日記サイト 
○ 新しい記事が上に表示 

1.4. 先行研究 
a 岸本（2004）「ウェブ日記文体の計量的分析の試み」  

19-22 歳の男女のウェブ日記（「さるさる日記」） 品詞,語種,文長,字種,記号 
b 岸本（2005）「ネット日記における読み手を意識した表現 -公開意識との関連から-」 

「さるさる日記」 19～22 歳 読み手意識表現 6 項目：丁寧体,終助詞「ヨ」「ネ」,フェイスマーク,追加説明,自称詞,メタ言語 
c 岸本（2000）「インターネットの日記サイトにおける表記の特徴」 

「さるさる日記」「日記うぇぶ 3」 10～30 代    「（ ）付き文字」 (喜)(感涙)(遠い目)など 
d 山下・川浦・川上（2000）「WEB 日記の内容と文体の特徴」 

「日記猿人」    日記の話題,文体の特徴,自分についての記述,読者とのコミュニケーションへの言及 
e 松村・三浦（2005）「ブログにおける書き手の意図とモダリティ表現」 

「はてなダイアリー」     モダリティ表現の統計→書き手の意図の反映 
f 石田 他（2004）「文体からみた学術的文献の特徴分析」 

ウェブ上にある学術論文,新聞,日記（「はてなダイアリー」）    文長,文字種,品詞比率,文末表現など 
g 宮地 裕 （1963）「話しことばと書きことば」 

話しことばと書きことばの機能的特性対比  
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h 畠 弘巳 1989 「話しことばと書きことば（コミュニケーションのための日本語教育 第 10 回」 
話しことばの４つの類型, ことばの不完全さによる分類 
 

先行研究では・・ 
◆ウェブ日記（レンタル日記サイト）が対象  日記サイト以外のブログの文体的研究は行われていない 

 
2. 調査報告 
2.1. 分析項目     ブログ  書籍 Podcast 

 品詞    ○   ○    ○  
 語種    ○   ○    ○  
 字種    ○   ○    × 
 モダリティ表現   ○   ○    ○  
 文長    ○   ○    × 

2.2. データ選出方法 
Google で “ブログ”“有名人”で検索 
「有名人ブログ集」 http://klaxon.uiui.net/celeb/ 書籍出版しているか／その書籍が入手可能か／男性 
有名人ブログ集より：佐々木俊尚,森永卓郎*,吉田匠,東浩紀,竹中平蔵* 
その他：和田秀樹,茂木健一郎,北浜流一郎,伊藤洋一,松沢成文,乙武洋匡*,都倉俊一*  

計 12 名 （ *うち Podcast4 名） 
データサイズ：  ブログ・書籍は 1 人分約 50KB*  *竹中ブログは 7KB  Podcast は 1 人分約 20 分 

2.3. データ処理手順 
2.3.1. テキストデータ化  
2.3.2. 品詞の分析：茶筌（WinCha ） 
2.3.3. 語種の分析：「かたりぐさ」 
2.3.4. 字種の分析：CLTool   moji 
2.3.5. モダリティ表現の分析：KWICFinder 
2.3.6. 文長の分析：（参考）CLTOOL  record 
 
2.4. 調査結果 
2.4.1. 品詞 自立語のみ 参考：参考文献(イ)(エ)  ◆個人別名詞比率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.4.2. 語種 自立語のみ 参考：参考文献(エ)  個人別語種比率 
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2.4.3. 字種   参考：参考文献(エ)(ア)   ◆個人別字種比率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2.4.4. モダリティ表現 

2.4.5. 文長 （参考）   参考：参考文献(エ)(ア) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            参考：参考文献(ク) 
3. 議論・結論 
3.1. 議論 

書籍とブログで大きな違いが見られなかった   ⇒ 文字利用 
 先行研究のウェブ日記と本発表のブログに違いが見られた ⇒ ウェブ日記とブログの関係・特徴 

文体的特徴決定指標の提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先行研究のウェブ日記   本研究のブログ   本研究の書籍 
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3.2. 結論 （本発表のねらいについて） 
① ブログのことばの文体的特徴を明らかにする。 →どちらかというと書きことば的 

                                          ただしモダリティ表現は話しことば的 
② ことばの分布における電子コミュニケーションのことばの位置づけを検討する． 

→従来の書きことばとまったく同じとはいえない。 
→要継続調査  

4. まとめ 
データ少。書籍ジャンル未設定       ⇒ 正しく特徴が見えたか・・？ 
ウェブ日記≠ ブログ ・・？  
今後の課題  サンプル選択方法  データ処理方法 

 
データ 
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